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前
回
は
、
原
子
力
事
故
へ
の
備
え
と
し

て
の
防
災
対
応
と
、
被
ば
く
し
た
人
を
ど

う
診
る
の
か
と
い
う
医
療
が
、
必
ず
し
も

同
じ
枠
組
み
で
語
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
は

な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
日
本
の
原
子
力
事

故
対
応
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
の
ひ
と
つ

と
な
っ
た
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
を
き
っ
か
け
に
、
日

本
で
は「
緊
急
被
ば
く
医
療
の
体
制
整
備
」

が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の

事
故
で
は
、
一
般
の
作
業
員
が
短
時
間
に

高
い
線
量
の
放
射
線
を
受
け
ま
し
た
。
被

ば
く
線
量
の
評
価
や
治
療
方
針
の
判
断

は
、
放
射
線
医
学
の
知
見
や
原
爆
被
爆
者

医
療
の
経
験
な
ど
、
医
療
と
研
究
の
分
野

で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
知
見
を
も
と
に

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
が
起
き
た
１
９
９
９

年
の
年
末
に
は
、
原
子
力
事
故
へ
の
対
応

を
制
度
と
し
て
整
備
す
る
た
め
、「
原
子

力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
」が
制
定
さ
れ
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医学博士 内科認定医 血液内科専門医・指導医
2006年3月東京大学医学部を卒業、2011年4月から東京大学医科学研究所研究員として勤務。東日
本大震災発生以降、毎週福島県浜通りに出向き、南相馬市立総合病院、相馬中央病院を拠点に医療
支援を行っている。血液内科が専門、内部被ばく関連の医療にも従事している。2020年6月から現職。

J
C
O
事
故
を
契
機
と
し
た
法
的
整
備
と

国
や
自
治
体
の
役
割
分
担
の
明
確
化

ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
原
子
力
事
故
を

一
般
の
災
害
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
位

置
づ
け
、
事
故
発
生
時
に
は
国
が
前
面
に

立
っ
て
対
応
す
る
仕
組
み
を
定
め
た
も
の

で
す
。
事
故
の
通
報
や
初
動
対
応
、
関
係

機
関
の
連
携
、
指
揮
系
統
の
あ
り
方
な
ど

が
整
理
さ
れ
、
原
子
力
事
故
へ
の
防
災
体

制
が
制
度
と
し
て
整
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
法
律
の
も
と
で
、
原
子
力
事
故
が

発
生
し
た
場
合
の
国
・
都
道
府
県
・
市
町

村
・
事
業
者
の
役
割
分
担
が
明
確
化
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
事
故
対
応
の
現
地
拠
点

と
し
て
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー（
緊
急
事

態
応
急
対
策
等
拠
点
施
設
）が
位
置
づ
け

ら
れ
、
国
や
自
治
体
、
関
係
機
関
が
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
対
応
を
進
め
る
体
制
が

制
度
の
中
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
原
子
力

防
災
は
、
こ
の
よ
う
な
法
制
度
の
枠
組
み

の
中
で
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

一
方
で
、
被
ば
く
し
た
人
を
ど
の
よ
う

に
診
療
す
る
の
か
と
い
う
医
療
の
体
制

は
、
防
災
制
度
と
は
別
の
流
れ
の
中
で
整

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

原
子
力
事
故
で
は
、
被
ば
く
の
有
無
や

線
量
を
評
価
し
た
上
で
診
療
方
針
を
判
断

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
放

射
線
医
学
の
専
門
的
な
知
見
を
持
つ
医
療

機
関
が
連
携
す
る
体
制
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
で
は
原
子
力
災
害
時
の
医

療
対
応
を
担
う「
原
子
力
災
害
拠
点
病
院
」

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
子
力
規
制
委

員
会
の
公
表
資
料
に
よ
る
と
、
２
０
２
6

年
2
月
27
日
時
点
で
全
国
に
51
施
設
が
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
医
療
機
関

は
、
被
ば
く
や
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染

を
伴
う
可
能
性
の
あ
る
傷
病
者
へ
の
診
療

や
除
染
な
ど
の
対
応
を
担
う
医
療
機
関
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
中
で
も
重
い
被
ば
く
へ

の
対
応
を
担
う
高
度
で
専
門
的
な
医
療
機

関
と
し
て
、「
高
度
被
ば
く
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
」が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、
量

子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
Q
S
T
病

院（
旧 

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
病
院
）、

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、
広
島
大
学

病
院
、
長
崎
大
学
病
院
、
福
島
県
立
医
科

大
学
附
属
病
院
の
6
施
設
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

福
島
県
内
で
は
、「
原
子
力
災
害
拠
点
病

院
」と
し
て
福
島
県
立
医
科
大
学
附
属
病

院
、
福
島
赤
十
字
病
院
、
南
相
馬
市
立
総

合
病
院
の
３
施
設
が
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
福
島
県
立
医
科
大
学
附
属

病
院
は「
原
子
力
災
害
医
療
・
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
」と
し
て
、
被
ば
く
線
量
の
評

価
や
専
門
的
治
療
の
実
施
、
県
内
医
療
機

関
へ
の
助
言
な
ど
を
担
う
役
割
を
持
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
他
地
域

の
医
療
機
関
と
連
携
し
、
専
門
的
な
支
援

を
行
う
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

原
子
力
事
故
へ
の
対
応
は
、
防
災
制
度

と
医
療
体
制
と
い
う
２
つ
の
枠
組
み
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
避
難
や
屋

内
退
避
な
ど
の
防
災
対
応
が
法
制
度
と
し

て
整
備
さ
れ
る
一
方
で
、
被
ば
く
し
た
人

を
診
療
す
る
医
療
体
制
も
、
専
門
医
療
機

関
の
連
携
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
原
子
力
事
故
へ
の
備
え
は
、
こ
れ
ら

の
制
度
と
体
制
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

専
門
医
療
機
関
の
連
携
に
よ
る

被
ば
く
医
療
の
体
制
づ
く
り
の
進
展


